













































































② 2009年実施の A区立c小学校における保護者向け講演（図 2)
この講演会はC小学校の学校保健委員会主催の保護者向けの講演会であり，毎年，外部講師を招いて



























































































































(1) LO (エルディー ）
（特徴）「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」といった領域で困難
(2)ADHD (エー ディー エイチディー ）
（特徴）「不注意」・「多動性・衝動性」
(3)アスペルガー症候群
（特徴）「対人関係が苦手」・「特定の物事へのこだわり」
3 大学における特別な配慮が必要な大学生への対応
(1)大学入試センター試験における配慮
(2)大学における対応の例（明治大学の場合）
4. 中学校段階までに必要なこと
(1)子ども自身が自分の特性を理解する
(2)保護者が子どもの特性を受け入れる
(3)必要かつ適切な関わりを行う
5 よくある誤解
(1) 「本人が怠けているだけだ」「努力すればじきによくなる」
(2) 「うちの子には障害はない」「自分も小さいときこうだったから大丈夫だJ
(3) 「特別支援教育を受けるといじめられるのではないか？」
図7 2017年実施の A区立B中学校における保護者・地域住民対象の講演の内容
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